
コミュニティ交通導入検討の流れ（イメージ） 

・コミュニティ交通導入に関して地域で取組みを始める場合、地域が抱える交通の問題や今後の取組方針などを地域で考えるための場として協議会等の検討体制を構築します。 
・コミュニティ交通導入の取組みは、実際に利用する地域に住む皆さんが主体となって、以下の検討フローに沿って進めることを想定しています。 

・他領域の取組みの活用検討等を踏まえ、各Stepの検討を行うこととします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討に要する時間のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ステップごとの期間はあくまで目安です。検討の内容、進行状況によって、期間は前後します。 

Step１ 

検討体制の構築 

Step２ 

地域ニーズの確認・

既存公共交通サービ

スの評価 

Step３ 

路線バスの活用 

Step４ 

協議会による地域 

交通システムの検討 

Step５ 

実証運行の実施 

Step６ 

本格運行 

Step７ 

運行継続 

Step４ 
交通システムの 
検討 
 
：1年程度 

Step５ 
実証運行の実施 
 
 
：1～３年程度 

Step７ 
運行継続 

ニーズに合致する既存

公共交通がある場合 

Step１ 
検討体制の構築 

 

目安期間：３～６ヶ月 

既存公共交通サービスの利用 

路線バスでの対応

が難しい場合 

１－１      

協議会の設立準備 

１－２  

協議会の設立 

２－１      

地域特性の確認 

バス事業者との協議、 

社会実験運行、 

路線バス本格運行 

２－２      

既存公共交通の評価 

３－１      
路線バスの活用案の
検討 

３－２      

路線バスの活用案の

提案 

【バス事業者による事業性評価】 

路線バスで対応 

できる場合 

４－１     

交通システムの選択 

４－２     

実証運行計画(素案)

の検討 

路線バス 
社会実験 
 
 

：1年程度 

４－３     

運行収支の検討 

Step３ 
路線バスの活用 
 
 
：3ヶ月程度 

５－１     

実証運行開始準備 

５－２     

実証運行の実施 

６－１     
本格運行への移行の
判断 

７－１     

運行継続 

あり 

６－2     
本格運行  

なし 

路線バスで対応
できる場合 

路線バスで対応
できない場合 

Step２ 
地域ニーズの確認・

既存公共交通サービ

スの評価 
：4ヶ月程度 

Step２ 
地域ニーズの確認・

既存公共交通サービ

スの評価 
：4ヶ月程度 

Step３ 
路線バスの活用 
 
 
：6ヶ月程度 

Step１ 
検討体制の構築 

 

目安期間：３～６ヶ月 

Step６ 

本格運行 

路線バス 
本格運行 

４－４     

実証運行計画(詳細)

の検討 

別紙３ 


